
一
、
は
じ
め
に

我
が
国
は
一
九
三
一
年
九
月
中
国
へ
の
侵
略
を
本
格
化
す
る
と

同
時
に
、
細
菌
戦
の
準
備
を
開
始
し
、
一
九
三
二
年
か
ら
、
生
体

実
験
を
背
陰
河
で
開
始
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
生
体
実
験
の

概
略
に
つ
い
て
は
、
両
．
く
．
国
琶
の
報
告
書
（
一
九
四
七
年
）
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
今
回
我
々
は
、
財
団
法
人
結
核
予
防
会
か
ら
学

術
振
興
会
第
八
小
委
員
会
の
報
告
書
二
九
四
三
年
三
月
発
行
）
を

入
手
し
、
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、
結
核
予
防
法
の
確
立
の
た
め

に
膨
大
な
生
体
実
験
を
実
施
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
確
証
を
え

た
。

二
、
結
核
予
防
接
種
に
関
す
る
報
告
書

第
八
小
委
員
会
は
三
五
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

報
告
書
で
は
、
当
時
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
は
広
く
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
経
口
投
与
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生
体
実
験
に
よ
る
結
核
予
防
法
の
確
立

○
美
馬
聰
昭
・
国
中
る
み
子

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
効
果
が
な
い
と
判
断
し
、
我
が
国
で
は
非

経
口
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
方
法
を
選
ん
だ
と
し
て
い
る
。
実
験
的

研
究
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
毒
性
に
つ
い
て
、
最
も
ヒ
ト
に
近
い
感
受
性
の
あ

る
モ
ル
モ
ッ
ト
は
、
○
・
一
ｍ
ｇ
以
下
で
は
接
種
局
所
お
よ
び
局

所
リ
ン
パ
腺
の
変
化
が
生
じ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
結
核
に
対
す
る
効
果
に
つ
い
て
は
、
非
経
口
投
与
の
場

合
、
Ｇ
Ｃ
Ｇ
接
種
量
が
多
い
ほ
ど
免
疫
効
果
が
増
加
す
る
と
し
て

い
系
％三

、
生
体
実
験
と
い
う
根
拠

報
告
書
の
実
験
動
物
が
ヒ
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
解
く
第
一

の
鍵
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
後
、
接
種
局
所
に
潰
瘍
が
長
期
に
続
く
と

い
う
我
々
日
本
国
民
の
体
験
で
あ
っ
た
。
こ
の
観
点
か
ら
報
告
書

を
注
意
深
く
検
討
す
る
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
毒
性
実
験
は
人
体
実
験
に

よ
っ
て
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
疑
い
が
生
じ
る
。
モ
ル
モ

ッ
ト
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
○
・
一
ｍ
ｇ
以
下
で
は
接
種
局
所
お
よ
び
局
所

リ
ン
パ
腺
に
明
ら
か
な
変
化
を
示
さ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
報
告
書
で
の
「
モ
ル
モ
ッ
ト
」
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
○
・
一
ｍ
ｇ

以
下
の
接
種
で
も
接
種
局
所
に
変
化
が
生
じ
、
長
期
持
続
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
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実
験
動
物
が
モ
ル
モ
ッ
ト
で
な
い
と
い
う
解
明
の
糸
口
を
与
え

て
く
れ
た
第
二
の
鍵
は
、
第
八
小
委
員
会
の
一
人
で
あ
る
戸
田
忠

雄
の
著
書
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
戸
田
新
細
菌
学
」
の
中
で
モ
ル
モ

ッ
ト
に
対
す
る
結
核
菌
の
毒
性
に
つ
い
て
、
「
モ
ル
モ
ッ
ト
は
皮
下

に
○
・
一
～
○
・
一
ｍ
ｇ
、
ま
た
は
静
脈
内
に
○
・
○
○
一
ｍ
ｇ

の
微
量
を
接
種
さ
れ
て
も
よ
く
感
染
し
…
…
一
～
二
カ
月
内
に
は

整
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
告
書
で
の
Ｂ

Ｃ
Ｇ
の
効
果
判
定
の
実
験
で
は
、
こ
れ
ら
の
同
量
の
結
核
菌
投
与

に
お
い
て
も
大
多
数
の
「
モ
ル
モ
ッ
ト
」
は
八
週
間
以
上
生
き
て

い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
静
注
後
八
週
間
で

モ
ル
モ
ッ
ト
が
死
亡
す
る
量
の
一
○
倍
に
も
お
よ
ぶ
○
・
○
一
ｍ

ｇ
を
投
与
さ
れ
な
が
ら
、
一
五
週
後
に
解
剖
さ
れ
た
実
験
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
第
八
小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
柳
沢
謙
委
員
は
一

九
三
五
年
の
実
験
医
学
雑
誌
で
、
モ
ル
モ
ッ
ト
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接

種
量
と
結
核
に
対
す
る
免
疫
効
果
と
の
間
に
一
定
の
関
係
は
な
い

と
、
自
ら
報
告
し
て
い
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
実
験
に
使
用
さ
れ
た
動
物
は
ヒ
ト
と
考
え

た
方
が
妥
当
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
実
験
で
犠
牲
に
さ
れ
た
人
間

と
、
一

四
、

考
察

は
二
八
四
七
人
に
も
達
し
て
い
る
。
一
九
三
一
年
、
中
国
の
背
陰

河
で
関
東
軍
の
秘
密
部
隊
が
細
菌
戦
に
対
す
る
生
体
実
験
を
開
始

し
た
が
、
背
陰
河
で
ど
の
よ
う
な
生
体
実
験
が
行
わ
れ
た
か
に
つ

い
て
は
い
ま
な
お
内
外
を
問
わ
ず
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な

い
。
奇
し
く
も
こ
の
年
は
、
結
核
予
防
の
た
め
の
実
験
が
開
始
さ

れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
実
験
の
規
模
か
ら
考
え
、
細
菌
戦
の
た
め

で
は
な
く
結
核
予
防
の
実
験
が
主
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
こ
の
実
験
を
推
進
し
て
き
た
の
は
、
厚
生
省
の
設
立
二
九

三
八
年
）
に
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
小
泉
親
彦
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
こ
の
第
八
小
委
員
会
報
告
書
が
、
正
式
に
提
出
さ
れ
た
一
九

四
三
年
の
厚
生
大
臣
で
も
あ
っ
た
。
一
九
四
四
年
に
は
、
わ
が
国

の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
者
は
一
○
○
○
万
人
を
突
破
し
た
。
そ
し
て
背
陰

河
の
成
果
を
基
に
敗
戦
の
色
濃
い
戦
況
を
打
破
す
る
た
め
に
細
菌

戦
の
た
め
の
生
体
実
験
に
全
面
的
に
突
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
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